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三
本
の
矢
で
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
と
日
本
経
済
の
再
生
を
め
ざ
す

と
い
う
安
倍
内
閣
の
基
本
方
針
を

踏
ま
え
て
、
経
済
の
好
循
環
を
実

現
す
る
た
め
、
政
府
、
労
働
者
そ

し
て
使
用
者
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が

虚
心
坦
懐
か
つ
建
設
的
に
意
見
を

述
べ
合
い
、
包
括
的
な
課
題
解
決

に
向
け
た
共
通
認
識
を
得
る
場
と

し
て
、
今
年
九
月
か
ら
『
経
済
の

好
循
環
実
現
に
向
け
た
政
労
使
会

議
』
が
、
首
相
官
邸
に
お
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

三
回
会
合
に
は
、
麻
生
副
総
理
兼

財
務
大
臣
、
甘
利
経
済
再
生
担
当

大
臣
な
ど
の
内
閣
の
重
鎮
や
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

村
田
社
長
、
全
日
本
空
輸
の
篠
辺

社
長
、
宮
原
日
本
経
済
団
体
連
合

会
副
会
長
な
ど
経
済
界
、
労
働
界

な
ど
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
出

席
し
た
ほ
か
、
日
建
連
会
長
で
あ

る
鹿
島
建
設
の
中
村
満
義
社
長
が
、

政
府
か
ら
招
か
れ
、
出
席
し
ま
し

た
。

　

中
村
会
長
は
、
日
建
連
で
は
、

賃
金
水
準
の
大
幅
な
低
下
、
若
年

新
規
入
職
者
の
大
幅
減
な
ど
に
よ

り
近
い
将
来
技
能
労
働
者
が
枯
渇

す
る
危
機
に
あ
る
中
で
、
本
年
度

行
わ
れ
た
国
土
交
通
省
に
よ
る
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
大
幅
引

上
げ
を
契
機
と
し
て
、七
月
に『
労

務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱
』
を
策

定
し
、
下
請
企
業
に
対
し
雇
用
す

る
技
能
労
働
者
に
適
切
な
労
務
賃

金
の
支
払
い
を
要
請
し
て
い
る
こ

と
、
元
請
企
業
が
矜
持
を
持
っ
て

節
度
あ
る
受
注
を
徹
底
す
る
こ
と
、

重
層
下
請
構
造
の
見
直
し
な
ど
技

能
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

11月5日開催の第3回会合の模様
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さ
ら
に
、
建
設
産
業
は
、
地
域

経
済
を
支
え
る
す
そ
野
の
広
い
我

が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
技
能

労
働
者
の
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
、
幅
広
く
安
倍
内
閣
の

目
標
で
あ
る
『
経
済
の
好
循
環
の

実
現
』
に
寄
与
す
る
と
し
た
上
で
、

建
設
産
業
が
若
者
に
と
っ
て
自
分

の
将
来
を
託
せ
る
産
業
で
あ
る
た

め
に
は
、
安
定
し
た
建
設
需
要
が

不
可
欠
で
あ
り
、
政
府
に
対
し
持

続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
と
公
共

事
業
予
算
の
安
定
的
な
確
保
を
要

請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
技
能
労
働

者
の
確
保
に
関
連
し
て
、
男
の
職

場
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
建
設
現
場

に
お
い
て
も
、
女
性
の
力
の
活
用

を
図
る
た
め
、
待
遇
面
や
就
労
環

境
の
改
善
な
ど
思
い
切
っ
た
対
策

を
早
急
に
講
じ
て
い
く
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
最
後
に
甘
利
大
臣
か

ら
、
政
府
と
し
て
引
き
続
き
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
環
境
整

備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

旨
の
発
言
が
あ
り
、
終
了
し
ま
し

た
。


